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『名所江戸百景』にみる筑波山

『名所江戸百景』は，江戸時代の浮世絵師歌川広重によって 

安政 3 年から 5 年（1856 〜 1858 年）にかけて描かれた作

品です．“百景”といっても全部で 119 景もあり，江戸の名

所や当時の人々の生活の様子とともに，遠景には富士山や 

筑波山，日光連山などが美しく描かれています．ここでは，

筑波山の双峰が描かれた 12 景を紹介します．江戸時代には， 

今よりも筑波山がはっきりと見えていたことでしょう． 

もちろん今でも東京からは天気が良ければ筑波山が見えま

す．12 地点の近くの高層ビルに登る機会があれば，現在

と江戸時代の約 160 年の景色の違いを楽しむことができて 

面白いでしょう．
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